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	1) マルチスケールエントロピー解析
	脳波等の複数の時間スケールにまたがる複雑な振る舞いをする生体時系列データにおける複雑性を定量化するために考案された非線形時系列解析手法です。本研究では各時間スケールでの時間的複雑性を定量化するのに使われました。
	2) マルチフラクタル解析
	時系列パターンの一部が全体の時系列パターンと自己相似的な関係を持つことをフラクタル時系列と呼びます。そして、その時系列の複雑さの程度はフラクタル次元で表されます。さらに脳波等の非定常性の強い生体時系列データは、単一のフラクタル次元ではなく、複数のフラクタル次元を持つマルチフラクタル性を示します。本研究では、全体の主要なフラクタル性とマルチフラクタル性の2つの尺度で脳波の時間的複雑性を定量化しました。
	■今後の展望
	神経ネットワークの変質は、統合失調症や自閉スペクトラム症をはじめとする他の多くの精神疾患においても示唆されています。そのため、脳活動の複雑性に何らかの特徴的なパターンが生じていると推測されます。よって、本研究で提案した“複数の複雑性指標と機械学習の融合”を、アルツハイマー病以外の精神疾患に適用する試みは、将来的に様々な精神疾患の診断補助となる生物学的指標の確立に寄与できるものと考えています。

